
 

男女平等推道センタ—
ジャーナル

cu臼 IU
．．上．．レ鴫―.. 

鼻皇川囀-...,．．．．賽って囀える女と男0盆書るコッ

久·濃躙＂し響・凰轟~-,●鼻攣竃拿男女甲●羅遭センターって胃のために墓曇〇？
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I●町暉ステーションI
自分以心の綸本

メデが后ノー鱒塵屯心和ム豆島J四巴艇が令贔今l.'f".

ピンク”噴0って書めないで
”>-•わa宣心••+'I~•一 1111疇
女のテはピンクが壽書じゃなくちゃだめ？女のテ
らしくとか墨の子らしくとか言うけれど． 『らし
く」ってどんなこと？墨賛で．嵐虫や化石や
クレーンが大資書な．ある“°了の置鱒も書鐵い
た鯰本です．
紐

too-―
 

ぉこりごり
アンツニー・ブ9ウン作•凡鎗 m叩

ピゴットさんのおうちは論にかいたようなしあわ
tそうなおうち．でも、“日ババや子どもたちの
贄で大しのママはうんざりして事出してしま
います・ユーモラスな艦に養いながら、 寧識のあ
り方書胃い●したくなる鯰＊で．

は書なえ
曹4,-.フ亀鯰臼、口2•••働• 1-
0かし、スベインにフェルジナンドという名0テ
牛加》ました．匹0子牛たちはあばれまわって
いる〇に。フェルジナンmは、いつも拿0上にす
わって鱒かに布〇においをかいでいるO泊す言で
した．
g分らレく生言ることピついて考えさせられる鯰
＊でT.
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笑って考える
女U'の生きる:r]

庫このレ事ートは. e.叫8にGわれ•細“竃セッターで讐讚lしもで．
ー ：瓢亀山貪 -

ま 饗nu蚤力，，トしていま冨・・且¢Unuに編れていニした．

【子どもを持って思ったこと）

嗣筍檀鴫で貌することEしか血寧蟻社硝随鼠忍土加9り、罰鵜
罠飽とともに一し、纏了と冑唸こ爆•L,紀．
アメリカでは当繍のようこ立壼い出痙だっ紀．体騎してみて、なぜ日拿の男性はこのように素疇らU'‘
鵬輯贅躙なこと頃う絲おうとじ巳

躙朗9ら刃心員疇髄に翌9し已凱贔つ如＜．釦遭U匹罰四こ
とが心り預ることこなった一の拿辿もなく騒が送辺した．“すといっていいほど饗より先に掲曙l
し 子ともがお重をすかせるので宣事の支虞も当繍したそういう生后霰蓬ることをとおレて、出宣は女

釦こレかできない訊子胄ては9社Llも船 こヽとは8いと霙・した

［少子冨罰じ社会を量り切るために

轟鵬社丑umsnる人が遺えて夷コる人か疇っていくな立であ〇。直重細にはみん＜召壼七口
っていく鶴璽がある。そためには、せ置＂コも繊葦では．け紐庄でないとこ逼•は鱗費．しない． a

拿裏＂直は●<·る人力漕比9。それを如r＿う攀撃していくかリ~ラ肇〇饂璽Iである

ー ROS．濃晨1鴫直けられ．ている主9う生甦？＂よ ．． されていいC ・ける綱|

は●三、饗拿：誓ーと●う．

璽り“疇9暉に璽子葦●うことは国になりつつある・ •くこと 必▼そ呼はケア

“もやl1!(鰊奮ガいるは▼のに、璽性はクつ”内己璽な人“匹しないかCぷ：うに●＜。そ
葛た血えCらうになると 少子北ね露いJI:められぶ,.舅性•濃闘の匹さもな急窪｝K•し●べ

甦拿畢で墨る

ワーク・ライフ・バランスは疇女仕“ンレキシフルに●くためのものたけではないl.0レろ墨性が、仕

·誓霞ロできるような讀鶴吝つくっていく叫•L’ある． そ匹めに璽―
Iii．璽で葛り．それがすぐに慧珊ならばLAbC-Iii:l.,てほしい。人生に巧いで書讀のや
厖 天皇檸も塁lきと闘糎塵：に社血t:■燐れていいのではいかと瓢う。み心
暉＜匹誓つくっていくためには、 墨女共に•..竃汽“叫ピきる吐秀rt9らないと虞；り立たぷヽ

［これからの社釦琺立に）

ーユ直霞町囀駁出ピはなく、 g職に・懺＆いるようし戴嶋は舅霞閲疇じもある．男性が
襲讀飽な負担紅茎鵡＂員いしなおかつ寡•もというのは正に男鰹に対してm-．貴坦である．
靡帽磯をおう＇こと訳 9っ頃えて匹9匹くて匹らなししでouxユ叫辺匹狐鮨
霰うということも当鑢彪夏であり、女と男性とで斬UA社倉をつくっていく． 少子膏創はこ国かって

、みんなで鶴いて み`んなぐ童・冑児をするという社倉を欄纂しよう．

轟＂囀直し 99-”-9』 2●

鰭r・・し彙-i-

久置攣舅旱 ー ンター10肩

曇^女平匹 鴫圭琶めさ'l.,て～

匹丑コ3工 笞至
ロ 3巨芸望虎；

久冒皐霞男貪平｀量璽センタ｀膚菖＂嗣釈畠たり．今量〇畠 9”maこついて躙鼠尺いただ年比tt.
畢こOいk-Hょ5目2181::ffl“直・・←”鼈センターで疇i凶埠om『.

［•匹II••董轟
駆•國出逼令や已9攣：•国虹火出如鑓専4饒員として． ⑰譲の

あらゆる四おワる愚闊L”する纏会がさe載螂縫社ひ
化飽利益を事甍することJIでき、O只こ貴を組うJヽ 紐釦と綱定されている
鳳偉的には． 仕事を”にとると． d漬凋の庫に対響a.び竃鼠~nているのか、

〇論口＼て烈虻這と遭峯が生じ℃1戟口い蕊胄＂れ塵虜底につい℃

女の比くなってW90寄＜覺ていく・ということになる

［電亥鵡胃ー．． ti曇・ 9' 

患隧薗aa全＾土鉱xctlrll>3'嘉欝
化:o>U-.l!IPll鰹翼吃漬切虜纏北苓譴か琶の

410欝貨鴨鵬の・運汀蜜化に”癒していく上で亀

璽女：n鱈l..U丑d≫員遍駐饗薯コ欄口と嗜
記されている Iー. - ―_．．● ·宣寧●纏•にカ-
しかし． B令IA豊ガな戯罵社，aにもかかわら
.... ~に女住の社且曲・鶴肇的辿叫鰤遍 請文n月・國を鑽道する目的C駁立さ
はあ れセンターは全国に365薦霞もあり、鬱

これからの聾女：＄積9鼻 i~食はo n な男女一l,ていますが鳥讐縫
如圃琶霞.,nり組みJ から「編•珊佐喜墨悦哀 多 bする欝耀亡充力に対応で訳いるとは

鱈 m：り組み」＾と政細＆鍼彙9ることが い●い吠尻であ己

確だ．鋼えば子育てや介鵬とと霰女性C量麟〖 これからのセンタ-は行駿•闘氏りEなく·

としてだけ霙えるのではく.II性のり力や 市1!11図体や正婁"般gとと蕩纏・饂慟して事

生き力ともあ北屯t書えるといったように、さ 載屈ヽ珈紐鮎閥遷女躙鯛l幽と

零さ零こ事編に霞して・墨注翼"5の顎点を なるよう駄内鳩覧戚岬釦＄
取り入れていかけはならない． で．量い5もらも腿体からも震りになる存在とな

るような事蝙を行っていくことがらてい

る
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玄侵呻警●けるために

鼠 lil.曇人のフライバシーがられて
いる状＊C匹<•一じ葦•に ～
布臼込a鳩輝書讐饂して`｀西で
していました．”らないA"ll"-
中で．旦紬込•●えやトイレ＿鶯鑽や不賓 L-

“じた人も参かったので叫｀’と鳳いま
書．本賽05は畠竃0こ:JI,¥ったことへの
匹書•EDrJるぺきだった示しょうか．
＇ 剛」，，p●●IIII952．凰奮霞巾鳴にこう
いう一鼠鼠えて声書J:.げる・鳴lU地 U
うに鳳ってしヽ碑ゆ鴫鯰の縁•につい
て声書上 る・倉書羹え切れなかったことガ

籠ゆェれ拿書．
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インタピューえ畜
鬱肇払

•四せない量し輝●●●
一所にいる墾性匹には日中は0

片"t.tに訳人撃澤vleH.霧翼零OE
ぷー馳t.t9’皇鳳9Iに鰻っている人もい零レ
た 讐ら炉には廷 くう▼＜蒙っていた

り． 言園鼈か占っていたり9る人もい零し
たか． 「璽怜は当纏~ ●0片付けなと褥で

●＜べ書」といコーあり．それ，，
できない0分がと[もこ::>Sかったのかもし
れ攣せん．ーカで・•霞言に賓てから不疇

不で•琶3づけ．とうとう一
して動けなくなった璽包もい寡した

イン”土—書纏えて
9[I印■爵eは遍轟庫:isいt艶女編ゆトイしA嗣こ
闘して女檸y響•されていない遍試が憂ったようで書．
ブイIFノ—暉たれてい摯囀U曝煽だったと鵬I

ま嘗、女憾〇櫨点での編曇片・量m“●筐書・しまレ
た疇
まだ、山翡纏凶魯劃獣glいと。 自幼暉え口にと
らわれて生琶つらくなってしまうようです．

疇鳴しししろんですが、こ0ような大0と言に
こそ、豊晨、女晨＂お配＼書鵬 ゆり．榛酌UII鵬 ,.-
つ鸞櫓らがとしもAU}な0ではないでしょうt1.

響叫人・幽叫 馳＾卜よる霰人な纏壼とm-.l11.菖＂への見畢し匹し J也呻L9攣．
鰈重舅劃馳8月24口がら1...-’"9..卜働圏麟引虎鰤巾鵬鰤叫副鵬 U鴫•• 01
とうともみさん． 遍璽所の絨況ゆご言・か竃じたことについて鱈~I鸞した·!!!1-
輩贄曝囀l-とと翫上馴吋饂さ隠~.田叫暉U· •'国籍遍る麟
轡尺0...且＇と心のケアで した．
石胃いで算攣0・慕がひとく、1l1lに員がri3霞いていない璽璽罰℃参いところでぽ．そ0あ
蒙り“劇UlBu勤訳如出1で口爪瓢泊吟暉如本聞血幽島靡•
いて零わり葦した．そうしているうちに、それ畢出駆しも区U子にい”ー・しく辛 1露畢を話してくれ
るようになってさ零した．

朧にも欄・で書ないがん．． 
麟堕鴨＂覇諷鴫曝は読 9
れてい零しそで、がん査霞う霞鵬叫在に出

壼い葦した．璽冗〇厠9峯t．董辺・〇鴫轟艦や喪圃
囀 E記 た 鯨 E9年 nn記碍瓢切匹
匹露霞塁璽暉となってし攣っていたのです..

匹細瓢する鬱手も鰤病なく． お•することをあ
らめてい葦し紀．瓢比懇躙の疇M8屯するよう
蝕嘗疇し 靡 E髄 lAl屯註・鵬“
“"迂窯と鶴＇ しポ9ンが9nr -•馳IIIL,,“節mm躙匹”さ,.,
いた雹•チームに肛り賓ぐなとして． 畢ででコる謳り山囀ルL舅し．
こ“洩遭瓢選孤亀麟叡9らたく割 “圃鴫凶 l!I .駄馳慟聞そうで中
ご分竃には細＂えない不聟があるに遍いないOに•會●●鸞や頑蛋る力が辱ぶことがかった鸞が
し蒙す．畢rこ0万たちOためしーささる鴛りのことをしにう」という霙隋らでe霧にあたり蒙した．

●● 璽- 、ヽクージ●ーテル 鵬 l,．．L.,-3→i"ーガ ●ヽ
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．罠割9-鳩尊記＾叩08~6月2aa函 m
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こ鳴農ニ子釈叩雌紅富寧り錆躙謹郎 r躙Uや壇lむで匹く、叫
りの人鴫」としてのライつデザインを鬱えること霰自0として企國しまいら綱•a配9舎ったり先畢渾
鬱昌記りn耐屯屈囀創暉雌●亀イメー”｀こU仄如公うで'•一n'は子＇て
やにワ山・轡M巖霞しようとグ~ーJ，，且ら上がりました會量1J晒麗／n曲比nま事．

―C-．貸〇鵬鴫具•し— •一

唸
Slr)

• 
a竃の鵬＂ぇ皿して CAive.
9 しし竃わ』匹諭？

り』←つぐ方も曹竃

集

呪ふE壬入一

巧・
---···~ • ~ -•• 

蒼心で雪え竃覺霰由しI攣屯

事

-,,クティノヒ込鵬9a只重虹む叫-鸞した

置•一¥_ I I 
p~ — 

荀:en.拿田か函匹mイメ—9奮
ふくら鬱せ鬱した

久霞太吊L'は、直賣..,,酎汗呵への女性
の竃遍置ポ漬：めに奪匂聟、女也璽用寧の羹’

籠目●饗閾定'L,て宣り量比でいま言・.
平月1aIH£Oll11の．．ill・置
苓における一は 40.1％でりこ
m o翠 1ポイント〇上鼻で｀目●
董の400％豪運虞9・ることきました．． 
しかし0いまだム住L鴫環U←とは9えな
い試況,:Y.鵬もガ蜘して暮らせる零ちつく
りの茫亭ず:ea.II女a〉・渭U9宅しく砧員いり亀織
にされることが濾蟻で書‘•

しかし0鍮ぷ●霞園体に一ロ
いしても、園体四H尉て右包力vaaか．
aかなかム也•内高がって壱零せん。

女力を鍔欄nョきる珊鯛“つくり奮L,てい
くとともに拿女笠もー夢薗へ遍烹只ことも璽璽て
はないでしょうか．

..．．．．．．．．．．．．...．．．．．．．....．．．．.....．．．．．．．．．．．....．』
．？鵬ll嶋”し9→←・”

久●巣市の各分聾の女性襲會 （亭虞amma諏）

量
“゜o・ 糞・ 拿 鼻 騎 Jt事“

胄”..  42 • n 41 14 .. 
|よ・--と・員：會 ， 2 ． I 言畠3

4 1 a 4 鵞̀.0

• s 1 2 s a畠3
重畳曇員 4 

゜
看 4 。JI

ー量會 2̀ 1 Iヽ 2̀ 9.I 
1 9 3 I 11 IU 

I 
璽員●

芸：裏” ． 
食 JI It 

鑑•彙鯛・による n .u1 m 1,101 aヽ≫

騎重量．．による 2l "‘t1鸞 m 43 .. 
It 900 ”墨”̀ A09 40., 

メ予＾”可ヤ，麟•血
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